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2026年6月30日
（一社）日本養豚協会（JPPA）

青年部会長 石川 貴泰

2025年度青年部会 委員構成（敬称略）

第11期青年部会委員

法人名氏名県名役職No

（有）山口養豚場山口 昌興神奈川県部会担当副会長★

(有)石上ファーム石川 貴泰茨城県部会長/理事1

(有)アクティブピッグ山本 雄大愛知県副部会長2

(有)香川畜産香川 貴俊宮崎県副部会長3

(有)ビィクトリーポーク中岡 亮太北海道委員4

成澤養豚(株)成澤 和昭山形県委員5

(株)あずみ野エコファーム川上 弾長野県委員/理事6

(有)農山畜産農山 文康熊本県委員7

嘉数ファーム嘉数 雅人沖縄県委員8

法人名氏名県名役職No

(有)細川農興細川 拓也秋田県委員1

(株)木野内ファーム木野内 悠福島県委員2

(株)山内養豚山内 拓己茨城県委員3

（農）米本畜産米本 孝之千葉県委員4

(株)山中畜産山中 翔太高知県委員5

(株)STPF太田 宗一朗香川県委員6

(有)サイキ齊木 大和熊本県委員7

(有)服部服部 清太宮崎県アドバイザー8

青年部会俺豚プロジェクトチーム（俺豚PT)

(一社)日本養豚協会（JPPA）

青年部会
活動報告

1. 生産・経営部会
2. 流通・消費部会
3. 衛生・疾病対策部会
4. 育種改良・登記登録部会
5. AW推進委員会
6. 消費拡大等事業検討PT

7. 青年部会

俺豚PT

JPPA理事会

7つの
部会
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▼青年部会事業の2つの基本方針▼

1. 各地の若手人材発掘と後継者育成

2. 会員、賛助会員の拡大

活気あふれる組織活動をするために、青年部会では、
円滑なコミュニケーションと、分かりやすい活動をモットーに
各種事業に取組中！

会議名・開催イベント名開催日No

第１回青年部会／青年部セミナー2025４月18日(金) 大崎ブライトコアホール1

第２回青年部会５月21日(水) WEB2

第３回青年部会／農林水産省との意見交換会７月14日(月) 農林水産省3

第４回青年部会９月 ４日(木) WEB4

第５回青年部会10月14日(火) WEB5

Japan Pork Festival 俺たちの豚肉を食ってくれ！11月29日(土) ベルサール秋葉原6

2025年度に取り組んだ会議・イベント開催履歴

上記の集合会議以外にも、グループ
LINEを積極活用し、部会内での活発な
意見交換や、各種協議を行いながら事業

を運営しています！
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４月18日(金)＆19日（土）青年部セミナー２０２５ 会場：大崎ブライトコアホール

昨年度は「養豚経営の多様性」をテーマに2日間のセミナーを開催。多様な講師陣による講演と、生産者によるパネルディス
カッションを行った。また賛助会員によるプレゼンや、20社による出展コーナー設置により、来場者へのPRの場を提供した。
２日間で述べ300名が参加した。

2日間司会を務めた
青年部会 川上 弾委員

優良事例農場特別講演：(有)飯田養豚場
専務取締役 飯田大樹 氏

講演：(株)リンネファーム/
(有)環境テクシス

代表取締役 高橋 慶氏

講演：(有)農山畜産
/モンヴェール農山

農山文康氏

青年部会活動報告：
俺豚PT

細川拓也委員

石川青年部会長による軽快な進行で会場を巻き込んだ
パネルディスカッション（上）

(右写真）
懇親会では青年部との交
流のため、自由民主党豚
青懇話会から
(左)神田潤一衆議院議員
(右)小池正昭衆議院議員
に出席いただいた。

懇親会開会挨拶はJPPA山口昌興副
会長（上右）、司会進行は青年部会
山本雄大副部会長（上左）が務めた

（上）石川貴泰青年部会長の開会挨拶と会場の様子 講演：JPPA
鋤柄卓夫 専務理事

講演：(株)藤野屋/(株)藤野屋ファーム 代表取締役 甲斐昇一郎氏

４ 月 １ ８ 日 （金） 

12:30～12:40 開会式 

12:40～13:40 ｢トウモロコシ需給分析｣ 

三井物産株式会社 食料本部食糧事業部 飼料穀物室 室長補佐 髙桑慶太氏 

13:45～14:35 「生産成績改善で継続できる家族経営へ」 

有限会社飯田養豚場 専務取締役 飯田大樹氏 

（青森県／年間出荷頭数 10,000 頭） 

14:40～15:30 「豚熱対策の現状と今後 ～豚熱清浄化準備協議会における検討～」 

一般社団法人日本養豚協会（JPPA） 専務理事 鋤柄卓夫氏 

15:35～15:50 【賛助会員プレゼン】 MSD アニマルヘルス株式会社 

15:50～16:05 【賛助会員プレゼン】 株式会社 Eco-Pork 

16:05～16:20 【賛助会員プレゼン】 日本農産工業株式会社 

16:20～16:50 －出展コーナー見学時間－ 

16:50～17:50 「「後継者の経営」養豚でがっつり！！」 

株式会社藤野屋／株式会社藤野屋ファーム 代表取締役 甲斐 昇一郎氏 

（大分県／年間出荷頭数 子豚：20,000 頭、肉豚：32,000 頭） 

17:50～18:00 ｢JPPA 青年部会活動報告｣ 青年部会 俺豚プロジェクトチーム委員 細川拓也氏 

 閉会式 

18:10～20:00 懇親会  会場：ロビーエリア 

４ 月 １ ９ 日 （土） 

08:40～09:00 開場・受付  ＊２日間ご参加の方も受付でお名前の来場確認を致します 

09:00～09:05 開会式 

09:05～09:35 「モンヴェール農山 ～山を育てるために豚を飼う～」 

有限会社農山畜産／モンヴェール農山 農山文康氏 

（熊本県／年間出荷頭数 6,500 頭） 

09:40～09:55 【賛助会員プレゼン】 エランコジャパン株式会社 

09:55～10:10 【賛助会員プレゼン】 富士フイルム VET システムズ株式会社 

10:10～10:25 【賛助会員プレゼン】 東亜薬品工業株式会社 

10:25～10:55 －出展コーナー見学時間－ 

10:55～11:25 ｢エコフィードを使った養豚経営の実態と可能性｣ 

株式会社リンネファーム/有限会社環境テクシス 代表取締役 高橋 慶氏 

（愛知県／年間出荷頭数 600 頭） 

11:30～12:30 養豚生産者パネルディスカッション「テーマ／養豚経営の多様性」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 青年部会長 石川貴泰氏（茨城県／有限会社石上ファーム） 

ﾊﾟﾈﾗｰ    生産者講師の皆様方 

12:40～      閉会式 

13:00        ドアクローズ 

 

セミナー内容

l講演：三井物産(株)食料本部食糧事業部
飼料穀物室 室長補佐 髙桑慶太 氏
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7月14日（月）JPPA青年部と農林水産省との意見交換会 会場：農林水産省別館B1 共用第５会議室

意見交換会終了後の交流会の様子

（上左）交流会の司会進行は青年部会山本副部会長、 乾杯の音頭は農林水産省畜産振興課 冨澤課長

農林水産省内の
食堂で行った交流
会では、意見交換
会参加者の生産
した豚肉を使用し
た料理を提供し会
を盛り上げた。

農林水産省で意見交換会を開催。JPPA35名、農林水産省より39名が
参加し、以下について意見交換を行った。

① 国内由来飼料(飼料用米やエコフィード)の利活用に関する課題と展望
② 家畜排せつ物の利用と処理における課題と展望
③ 日本産豚肉の消費拡大に向けた展望と流通の合理化における課題等
④ 養豚産業向け補助事業の利活用における課題等
⑤ 豚熱等疾病対策に関する最新状況と今後の課題等

（左）石川青年部会長、（右）農林水産省 関村審議官）開会挨拶の様子

意見交換会では議題にあわせて座長・進行役が変わり、活発な意見交換が行われた
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2026年度のJPPA青年部と農林水産省との意見交換会

今年も、

青年部と農林水産省との意見交換会
－2026年7月13日（月）－

 農林水産省の実務担当者クラスの皆様との、ざっくばらんな意見交換会

 全国から沢山の養豚生産者の皆様の参加をお待ちしております

 本意見交換会は、生産者会員のみご参加いただける行事となります

 入館証などが必要となるため、参加希望の方は必ず、事前申込を！

こういう案内、自分のところに届かないよ、、、、、という方！
そんなあなたは是非、本書8ページ「日本養豚青年部」へメンバー登録を！
メンバーには事務局より青年部会の関連行事をダイレクトに案内します。
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11月29日（土）Japan Pork Festival 俺たちの豚肉を食ってくれ！ 会場：ベルサール秋葉原

昨年に引き続き、通算第19回目となるJPPA青年部会の日本産豚肉PRコンテンツ「俺たちの豚肉を食ってくれ！」を国際
化にあわせたインバウンド対応型イベントとして開催した。会場運営スタッフとして全国各地から集まった青年部会をはじめ
とする養豚生産者及び関係者ら180名以上が参加。日本豚ロゴマーク入りのユニフォームTシャツを着用し、しゃぶしゃぶや
豚肉加工品等の試食提供を通じて日本産豚肉をアピールした。
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今年も開催決定！

JAPAN PORK FESTIVAL俺豚２０２６
[開催日程]１１月２１日（土） ［会場］ ベルサール秋葉原

皆さん！

全国からの参加、協賛、

ご協力をお待ちしてます！

By 青年部会長

2026年度のJapan Pork Festival 俺たちの豚肉を食ってくれ！
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皆さんメンバー登録
をお願いします！
是非一緒に活動

しましょう

日本の養豚産業全体の青年部

 50歳以下の養豚従事者が対象

 JPPAの会員・非会員問わず

 青年部会が行う活動の情報等をメールや
LINE等でダイレクトにお届けします！

https://jppa.biz/youth-group/
登録は上記から受付

若手養豚生産者（青年部員）の結集力強化に向けた取り組み

ご清聴ありがとうございました！


